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第 1 問題
問 1 与 式 = 5 - 12

= - 7
m

問 2 与式 = (3一 √⑦ 2

= 12 - 7
=憑

問 3 3 x = 51x - 3 )
= 5 x - 15

⇒ . 2 x = - 15

x = 15

問4 さ二別
① - ②× 2 より

2x t 3 Y = 1

- ) 2x - 2 = 6

5 Y ≡ - 5

Y = - 1

Y = - 1 を ② に 代入 して
x - (- 1 ) = 3

⇒ x t 1 =3

. .x = 2

よって ､ x = 2 . y =
1mn



問 5 (x - 2 )
≤
= 17

② x -2 =
i
. x = 2 ±mmm

問 6

1 .( xy = 20 ～
～

)

2
.

30 - 5 a -bmmmm

問 7
DADEB と 直な面は､
OABC
0 DEE
ロ BEFC

よって ､アイ Im
～

T

問 8

LADB は直径 に対 する 円周角
√ なので ､ LADB = 900

OABD の 内角 の和 は 180
”

だから
∠x = 180~ - ( 90 ~± 34 %

= 56m



問 9
.

炁

2
.

ウ…

→
①

第二問題
問 1

0 ～ 5 : 0 人
5 ～ 10 : 2 人
10 ～ 15 : 10人
15 ～20 : 15人

よって
､累積度数 は

0 t 2 + 10 t 15 = 27 人
m



問 2 範囲
() く

音 K
四分位範囲

λ 橐記
: :

↑i ↑ 甲央値 ↑ ↑最大値
最､り､値 第 1 四分位数 第 3四分位数

ア : 2023 年度 と 2018年度 の 第 1 四分位数 は
異 なるので 誤り

⑨ : 範囲 は 2023 年度 の 方 が 大きい
四分位範囲 は ､ 2023年度 の 方 が 大きい

よって 正 しい

ウ 箱 ひげ 国 から 平均値 は 分 からないので
誤 り

ェ : 2013 年度 の 最小値 は 7 画 で ､ 10画以下の

人がいるから 誤 り

⑨ いどの 年度 も 中央値 は 15画以上 なので
､

半数以上 は 15画以上
｡
よって正 しい

よって ､
m



(2) 2013 年度 の 最 ､値 は 7 画 なので
､

5画以上 10 画以下 である
｡

ウの 最小値 は 0 画以上 5 画以下なので ､

ウは 誤 り
､

必 箱 ひげ 国 より 2008 年度 のみ最 り ､ 値が 0画
以上 5 画以下 なので､ ウは 2008年度

､

また ､2013 年度 と 2018年度 を 比べると
､

2013 年度 の 四分位範囲 =13 画 ~18画
⇒ 13 ～ 18 画 にデータが 集中
2018 年度 の 四分位範囲 = 13 画 ～ 21画
⇒ 13221 画 にデータが集中

アイを 比 べると ､ アの 方 が 13 ~ 18 画 にデータが

集中しているので ､ 答 えは ､為

問 2
1 . グラフから 100 個 で 12000円 なので

､

1 個 の 価格 は

12000 ÷ 100 = 120 円
m

ル 40 個 は 1個 200 円
2

.

⇒ 40 個で8000 円mmm(り

β
14000ー ……… …

…

! 41 ~ 100個 は 1個 100円
～

f000-
60個

+6000

意 言 ⇒ 60個 で 6000 円
mm



(2 ) (いの 販売額 の 合計 は

800m + 600m = 14000 円

1 ~ 40個 41 ~ 100個

1 個 200 円 にして 100 個売 ったときの 販売額は､
200 × 100 = 20000 円

よって

14000 - 20000 = - 6000

より 6000 円
mmm

少 なくなる
｡

(3 ) はじめのうちに 売 った 個数 を x個 とすると
､

残 りの 個数 は 100 - x 個 である
｡

200x + 100 ( 100 - x ) ≡ 12000
や 200x + 10000 - 100x ≡ 12000

水 100 x ≡ 2000

x 三 20

よって 20個以上
mnm

第 3 問題
問 し

1
.
3枚のカードから 1 枚引 くので､確率 は為

2
.

()

C ア ) 太郎 さんが A のカードを 引 いたとき

太郎 さん = R = 1
. 花子 さん = 2 × 3 = 6



⇒太郎 さんの 負 け ､
イ )太郎 さんが B のカードを 引 いたとき

太郎 さん = 2
~
= 4

.

花子 さん = 1 × 3 =3

⇒ 太郎 さんの 勝 ち
mm～

くら) 太郎 さんが C のカードを 引 いたとき

太郎 さん = 32 = 9
,
花子 さん = 1 × 2 = 2

⇒ 太郎 さんの 勝 ち
～

よって 勝 ち 負 けの 方法 は 3 通りあり ､ そのうち
太郎 さんが 勝 つのは 2通 りだから

､

確率は

烹
(2 )

ア )太郎 さんが A のカードを 引 いたとき

太郎 さん = R = 1
. 花子 さん ≡ 2× 4 = 8

⇒ 花子 さんの 勝 ち
mm～

レイ ) 太郎さんが B のカードを 引 いたとき

奇圭2 = 4. 花子 さん = 1 × 4 = 4

くウ ) 太郎 さんが C のカードを 引 いたとき

太郎 さん = 4= 16
. 花子 さん ≡ 1 × 2 = 2

⇒ 花子 さんの 負 け



よって 勝 ち 負 けの 方法 は 3 通りあり ､ そのうち
花子 さんが 勝 つのは 1 通 りだから

､

確率は

ゑ
3

. 太郎 さんと花子 さんの 勝 つことの 起 こりやすさ
が 同 じになるには ､

｡ 太郎 さんの勝 ち 1 回
｡ 引 き 分 け 1 回
｡ 花子 さんの 勝 ち 1 回

となることである ､ カードに 書かれる数字 を 小さい
順に abC とすると ､

acbe
.

bi- ac
,

c 7 ab
となれば良 い p = ac より axc が 平方数 に

なる ､ abC は 全 て 異 なる 数 だから ､
ba = ac ⇒ a =1 , C =ba または a =

b

,
C = 1

であるが ､ acbCcより a =
1

. c= となる

必要がある
､
b = 3 とすると ､ 3 つの

組は ( 1 , 3 .

9 )

であり
､

に 3 × 9
～

花さんの
3 ~= 1 × 9
~

～き分 け

9 71 ×3
～

太郎んの
勝ち 勝 ち

となるから ､ 勝 つことの起 こりやすさは同じになる
｡

よって ､ 求 める 組は ( 1 ,
3
.

9

) m
～



問 2
1 . 表 12 . 3 より得点 の義差 は a の 値 の

2

乗 となって
いるから

､ カードに 書 かれた 数が a ずつはなれた
自然数 ならば､ 太郎さんが B のカードをひいたときっ
太郎さんの 得点は ､ 花子さんの 得点より ､ いっても

大 きい

2
.

カードに 書 かれた a ずつはなれた 自然数のうち
B のカードに 書 かれた数を n とすると A は n -amイ
Cは nta と 表すことができる

､ 太郎 さんが B の
nnウ

カードをひいたとき ､ 太郎さんの得点 から 花子 さんの

得点 をひくと ､

は ) na - (n- a) ( nta ) =
n
- ( n
'
- a
'

)
= G

2

したがってカードに 書かれた 数 が aずつはなれた
自然数ならば､ 太郎さんが B のカードをひいたとき

､

太郎さんの得点 は ､花子さんの得点 よりいつでも
G大きい

第 4 問題
問 1

1
い

点 A ははッピ上 にあり､ x ー 々 なので ､

Y = (-2 ) 2

然



2
.

点 Bはニx上 にあり
､

x = 1 なので､

Y = 12
= 1 :

､ BC 1
, 1 )は､ 4

)
*

点
ッ な国 の直角三角形 に

おいて
､ 平方 の定理 より

AB =√332 “√ 9 +
9

= 33
m

=√ T8 = 3枚

3
.

直線 OB の 式 を axとおくと BC い1 ) を 通 る

から
､

に ax l - . a = 1

よって ､傾 きは 1 である ､ 点 Aを 通 る 式 を xtb
とおくと

｡
A ( - 2 . 4 ) を 通 るから

4 = - 2 tb : b = 6

よって Y = xt 6
mmm

問 2 グラフより Y = 9 のとき
9 = x2

: ∴ x =±
3

( P) は 一 はり 大きいので意｡著祺



問 3 Y 立つxて Yax
ユ

.
Y=x+4

点 C は Y = x+4

において ､ Oだから
0 = x + 4

ー
4
､ (4 . 4)

<
.
x= - 4mmm

したがって Co = 4

ー

4
×

ロ DCOP は平行四辺形 だから
､

Co = PD
: . PD =
4mm

よって 点 Pax座標は 4
.

また
､
点 D は Y = xt4

の 切片だから ､ D
10 , 4 )､ 点 DCP の y座標は

等 しいから
､
P の y 座標 は 4

.

∴ P ( 4 . 41
mm

点 P は Y = ax 上 にあり ､ x 4 ､ = 4 だから

4 = a × 42

⇒ 16 a = 4

∴ a然



2
.

(2 ,4 )

Rー2 ､

Q ∞

7 鶉
0 OPQ と OOPD において

､

底辺を OP とすると
､

CD11OP より高 さが 等 しい ｡

⇒ 底辺 と 高 さが等 しいので ､ 面積 も 等 しい ｡

OOPD = 1 × 4 × 4 = 8 より OOPQ = 8
mm

また ､ 点 R は 線分DP 上 にあるから ､ Y = 4 .

また
､

のに =x上 にあるから
4 = x : x =± 2

R の x 座標 はO より 大きいので ､ x = 2- : R (2 . 4 )
～

よって OBPR
～

の 面積 は

I × 2 × 3 =ゑ
したがって

､

0 OPQ : OBPR = 8 : 3
m



第 5問題
問 1 00PQ は DOAB を 回転 した国形 だから

､

OOPQ は OP = 0 Q
.
< P 0Q = 90 の 直角=等辺

三角形 である
､

よって

LOPQ = ( 80 ~ - 90 ) ÷ 2
= 45

'

mm

問 2
. Q

P

e ～0

乂

2
.

OPCO と OODQ

において
､

侵定より
OP =Q 0 ー①
LPCO = LODQ

=90-②
OPCO において

､
三角形 の 内角 の 和 は 180

” だから
､

LOPC = 180
~
- 90 ~ - < cop = 90

~

-ccoPー③



3点 C
. OLD が 直線上にあるから ､

CQOD = 180
~

- 90~ - ccop = 90
~

-ccop ー④
③

.
④ より
LOPC = LQOD - ⑤

①
.
② . ⑤より直角角形で ､ 斜辺 と 1 つの 鋭角が

それぞれ等 しいから
OPCO ≡ OODQ (証明終わり )

問 3
.

v

) 45
~

(450

12 ,

OA = OP より
､ OP = 2

また
､ LBAO = LAOP = 45 だから

､

LARO = 180 -(45 ± 45 )
= 900

よって ORAO は 直角 =等辺角形 より
RA : RO : 二 にに政

⇒ RO : 2 = 1 にR
I RO = 2



: RO 2注注政経= 冷
したがっ

PR = OP - RO
= 2 - ☆ommmmn

2
.

園
求 める面積 =扇形 OAR + OOPS +OOSB

+ 扇所形 OBQ



耳形 OAR
2 × 2 4 π× 3605 = 4π× ま =選

OOPS

藹
.
:

H

OPRS は RP = RS ､

< PRS = 90
~

の 直角 =等辺
三角形なので､
RRS : PS =F 1 :R
2 -2

③2 - √枚 : PS = に 昨
: . PS =☆ ( 2 -

≡ )
= 22- 2mmm

また P から 直線 l に 垂線 を 下 ろした 足を H とすると
､

0 PoH は L HPO = LHOP = 45, <PHO = 900

の直角 ニ 等辺三角形 だから

PH : OH - P= にに 冷
2

⇒ PH : 2 = に 冷



: ､ 昨 PH = 2

型 ) 暇暇路経
=冷

懲
したがって
0 OPS = ュ ×2 -2 ) × 昨

= (- 1) × Ʃ
= 2 -2
mm

OOSB

ジ
SO を 対称 の軸とすると ､ 0 OPSC 0 OSB は
線対称だから､ OOPS ≡ 0 OSB

: . OOSB = 2-
3muw

扇形 OBQ

2 × 2 × TV ×
360

= 4π× 8 =点



以上 より ､求 める 面積は

I π + 2 -冷 + 2 -≡ ← I π
… - nu- mm

= TL + 4 - 2枚ommw


